
イーサネットコア 
の使い方 

2017/7/25  
特殊電子回路㈱ 
For Seccamp 2017 

(C)2017特殊電子回路㈱ 1 



これは何ですか？ 

• Arty用に作られたイーサネットコントローラ 
• Arty用は100Mbps版 
• （Artyでは無理だけど）1Gbpsと10Gbpsも可能 

• ARPに応答できます。ARPが送信可能です。 
• Pingに応答できます。Ping送信可能です。 
•任意のUDPを送信可能です。 
• FPGAが問答無用でパケットを送ります。 
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プロジェクトの解凍 

• ダウンロードしたプロジェクトを解凍する 
• ether-core-artyフォルダをできるだけ短いディレクトリ
名のところ（D:¥直下とか）に移動する 

• ether-core.xprをクリック 
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Vivadoが開く 

• design_1_wrapperを開いてdesign_1_iを開く。 
 
 
 
 

•構造図(Block Design) 
が開くので、しばし 
構造を眺めるべし 
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開いたら最初にやること 

• Vivado 2017.1で作成されたプロジェクトなので、
IPコアをバージョンアップしなければならない。 
• ここでいうIPコアとは、サブモジュールみたいなも
の。 

•まず、Report IP Statusを押す 
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コアのアップデート 

•下のほうにこういうのが開くので、Upgrade 
Selectedを押す 
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コアのアップデート２ 

•このダイアログはそのままOKでよい 
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こういう画面 
ではじっと待つ 



コアのアップデート３ 

•処理が終わったら、Rerunを押す 
 
 
 
 

•黄色いバーが消えたら、アップデート完了 
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シンボルの意味（１） 

• RTLと書かれたものは、ハードウェア記述言語
で書かれたモジュール。 

•右クリック→go to sourceでソースが見える 
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シンボルの意味（２） 

•小さいのはXILINXが用意した小さなライブラリ 

Sliceは、bitを束ねた配線の中から 
任意の一部分を切り出すもの 

xlconstantは、任意のビット幅で 
任意の値の定数を作るもの 

これはNOTゲートが8個束になったもの 
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シンボルの意味（３） 

•ちょっと大きめのはIPコア 

ブロックメモリ。 
いわゆるSRAM。 
ARPテーブルの格納に使っている。 

AXI StreamデータFIFO 
AXIという標準的なバスがあって、 
Streamとはデータを垂れ流すサブ規格。 
このライブラリはそれ用のFIFO。 
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Tips（BlockDesignの整理のしかた） 

•モジュールを整理したいときは 
配線の最適化を押す 

•モジュールは自分で動かす 
 
 

•配置の最適化を押すと 
ぐちゃぐちゃになって 
わけがわからなくなる 
ので、押さないこと 

配線を最適化する 

配置を最適化する（ダメ） 
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AXI Streamって何？ 

• AXIという規格のSteram版です。 
• AXIやAXI Streamについては検索するなどして自
分で調べてください。 

•本回路では64bit幅です。 
• 8バイトを同時に扱うので、それなりにテク
ニックが必要です。 
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モジュールの役割 

(C)2017特殊電子回路㈱ 14 

モジュール名 機能 ユーザによる変更 

tx_arp_0 ARPリクエストに応答する × 

icmp_reply PINGに応答する × 

tx_arp_1 PINGに付随するARP応答 × 

tx_ping_0 PINGスキャン送信 〇 

tx_udp_0 UDPのチェックサム計算等 × 

dummy_udp_src_0 UDPのパケット送信 〇 

arp_table_inserter ARPテーブルの管理 × 

ether_core_1 イーサコアの本体 × 

auto_arp_reply_0 ARPリクエストに応答する × 

axis_interconnect_0 複数のAXISを束ねる × 

現在のところ、ユーザが変更可能なモジュールは2つです。それ以外のところを変更すると 
動かなくなる可能性があります。 



ユーザが編集する回路 
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UDPのパケット生成器 

• BlockDesignの左下にあるこれ 
•右クリックしてソースを見てください 
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UDP生成器のソースを見る 

•押しボタンスイッチのBTN0を押すと、en信号
が1になって、パケットの送信を開始します。 
 

• 60行目付近で、送信元/先のMACアドレスと宛
先IPアドレス、ポート番号を決めています。 

（192.168.1.5:16に対して送信するように変更しています。） 
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UDPのパケット生成 

•この回路は、UDPパケットのペイロードとして、
00 01 02 03 04 05 06 07・・・を送信します。 

•なぜそうなるかは考えてみてください。 
•ここを作りこめば任意のパケットを出せます 

 when SEND => 
                m_axis_tvalid <= '1'; 
                m_axis_tdata <= std_logic_vector(data) & std_logic_vector(data + 1) & std_logic_vector(data + 2) & 
std_logic_vector(data + 3) & std_logic_vector(data + 4) & std_logic_vector(data + 5) & std_logic_vector(data + 6) & 
std_logic_vector(data + 7); 
                if m_axis_tready = '1' then 
                    counter <= std_logic_vector(unsigned(counter) + 1); 
                    data <= data + 8; 
                    if unsigned(counter) >= 9 then 
                        m_axis_tlast <= '1'; 
                        wait_counter <= to_unsigned(INTERVAL, 16); 
                        data <= (others => '0'); 
                        state <= IDLE; 
                    end if; 
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ソースアドレスの設定 

• xlconstantを突っついて、中身を開く 

UDP生成器 UDP送信器 

送信元MACアドレス 

送信元IPアドレス 
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ソースアドレスの設定２ 

• MAC/IPアドレスを16進数で設定する 

送信元IPアドレスを 
192.168.1.190に変更 

送信元MACアドレスは 
de ad be ef ca feのまま 
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これで論理合成を開始する 

• Core i7のマシンで16分くらいかかります。 
 
 
 

•合成が終わったら書き込み 
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実験 
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ArtyがPINGに応答します 

• IPアドレスはFPGA内に作りこんだアドレス
(192.168.1.190)です 

•約330usで応答しています 
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押しボタンBTN0を押すと・・ 

•全力でUDPのパケットが送信されます 
•送信間隔は1us程度 
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ちょっと改良 

•例えば、tx_pingモジュールのtx_ping_validピン
を外に出して、押しボタンBTN1に割り当てま
す。 

【XDCファイルの記述】 
set_property -dict {PACKAGE_PIN C9 IOSTANDARD LVCMOS33} [get_ports tx_ping_valid] 
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PING爆弾（スキャン？） 

• 192.168.0.0～192.168.255.255まで全アドレスに
PINGが送られます。 
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みんなも試してみてね！ 
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現時点(7/25)のバグ 

•たまに、 EthernetのFCSの計算が間違っている
かも？ 

•たまに、Pingの応答が悪いことがあるかもしれ
ません。 
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